
 

学級数、生徒数、教職員数の変遷 

 

 学級数、生徒数 

 

生徒数は学級数の増加に伴い増加し、学級定数の変化に伴い減少してきました。 

 昭和２２年度は１・２年生だけの２学級、男子４３名、女子４１名、計８４名の生徒数でスタ

ートしました。昭和２３年から昭和２９年までが３学級編成で、２９年度の生徒数は男子９２名、

女子７２名、計１６４名。  

 昭和３０年度から１学年２学級へと変化し、昭和３２年度に全学級２学級、合計６学級の規模

となりました。その年の生徒数は男子１５３名、女子１１３名、計２６６名です。  

 昭和４４年度全学級が３学級になった時には生徒数が男子２１９名、女子１５５名、計３７４

名となりました。学級５０名定数時代は生徒数が４００名を越え、昭和４８年度の４０６名、昭

和４９年度の４０４名が最高でした。 

 

 教 職 員 

 

昭和２２年発足時、教職員は附属学校主事（校長）と本務教官２名で、師範本校や附属小学校

等からの教官・事務官の兼務者を迎えていました。翌年の昭和２３年度には、６名の陣容が整い、

昭和２４年度に７名となりました。 

 昭和３１年度１０名、３２年度１１名と学級数の増加に伴い教官数も増加しました。各学年３

学級、合計９学級の規模に移行する昭和４２年度からは、１２名、１４名、１６名と増加し、ま

昭和４３年度から昭和６１年度まで１７名の時代が続きました。  

 昭和６２年度からは教官数１６名、平成２０年度から主幹教員制度が始まり１名増となり、現

在に至っています。 

 


